
か
わ

と

さ
だ

ふ
み

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

川

人

貞

史

専
攻
学
科
目

政
治
学

生

年

月

昭
和
二
七
年
一
二
月

略

歴

昭
和
五
一
年

三
月

東
京
大
学
法
学
部
卒
業

同

五
三
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

五
五
年

四
月

北
海
道
大
学
法
学
部
助
教
授

平
成

二
年

八
月

北
海
道
大
学
法
学
部
教
授

同

四
年
一
〇
月

東
北
大
学
法
学
部
教
授

同

五
年

九
月

博
士
（
法
学
）

同

一
二
年

四
月

東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
教
授

同

一
八
年

九
月

米
国
ミ
シ
ガ
ン
大
学
客
員
教
授
（
平
成
一
九
年
四
月
ま
で
）

同

二
一
年

四
月

東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

三



博
士
（
法
学
）
川
人
貞
史
氏
の
『
選
挙
制
度
と

政
党
シ
ス
テ
ム
』
お
よ
び
『
日
本
の
国
会
制
度

と
政
党
政
治
』
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

実
証
的
研
究
に
お
い
て
日
本
の
政
治
学
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
、
川
人
貞
史
氏

は
、『
選
挙
制
度
と
政
党
シ
ス
テ
ム
』
（
木
鐸
社
）
を
二
〇
〇
四
年
一
月
に
、『
日

本
の
国
会
制
度
と
政
党
政
治
』（
東
京
大
学
出
版
会
）
を
二
〇
〇
五
年
九
月
に

上
梓
し
た
。

「
選
挙
」
と
「
国
会
」
は
と
も
に
膨
大
な
第
一
次
資
料
を
抱
え
る
研
究
領
域

で
、
政
治
学
界
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
領
域
と
見
な
し
て
来
た
。
川
人
氏

の
よ
う
に
、
そ
の
両
方
で
優
れ
た
業
績
を
上
げ
る
の
は
希
有
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
二
著
は
、
同
氏
の
前
著
、『
日
本
の
政
党
政
治
一
八
九
〇－
一
九
三
七

年
―
議
会
分
析
と
選
挙
の
数
量
分
析
―
』（
一
九
九
二
年
）
を
研
究
の
出
発
点

と
し
て
い
る
。
前
著
は
、
戦
前
の
議
会
、
政
党
、
選
挙
を
対
象
と
し
、
数
量
分

析
を
駆
使
し
つ
つ
、
そ
の
史
的
変
化
を
実
証
的
に
分
析
し
た
。
こ
の
中
で
川
人

氏
は
�
衆
議
院
に
お
け
る
制
度
化
の
進
行
と
議
会
政
党
の
発
展
、
�
選
挙
民
の

中
の
政
党
の
発
展
、
�
選
挙
制
度
の
変
化
と
そ
れ
が
政
党
の
発
展
に
も
た
ら
し

た
影
響
の
三
つ
の
視
座
を
設
定
し
た
。
第
一
の
視
座
を
戦
後
期
に
お
い
て
発
展

し
た
の
が
、『
日
本
の
国
会
制
度
と
政
党
政
治
』
で
あ
り
、
第
二
、
第
三
の
視
座

の
戦
後
期
へ
の
展
開
が
、『
選
挙
制
度
と
政
党
シ
ス
テ
ム
』
で
あ
る
。

『
選
挙
制
度
と
政
党
シ
ス
テ
ム
』
は
、
選
挙
に
関
す
る
一
〇
編
を
納
め
た
論

文
集
で
あ
り
、
中
心
的
テ
ー
マ
は
デ
ュ
ベ
ル
ジ
ェ
の
法
則
の
実
証
的
検
討
で
あ

る
。
こ
の
法
則
に
対
し
て
川
人
氏
は
「
選
挙
制
度
は
必
ず
し
も
、
政
党
シ
ス
テ

ム
お
よ
び
政
党
間
競
争
を
決
定
す
る
最
重
要
な
要
因
で
は
な
い
」
と
す
る
。
こ

の
点
、
最
も
興
味
深
い
論
攷
は
、「
日
本
に
お
け
る
五
つ
の
選
挙
制
度
の
比
較

分
析
」
を
副
題
と
し
て
持
つ
、
第
六
章
で
あ
り
、
過
去
の
日
本
の
「
様
々
な
選

挙
制
度
の
下
で
の
選
挙
結
果
が
デ
ュ
ベ
ル
ジ
ェ
の
法
則
に
照
ら
し
て
ど
の
よ
う

に
適
合
し
、
ど
の
よ
う
な
原
因
で
逸
脱
し
て
い
る
か
」
を
実
証
的
に
分
析
し
た
。

こ
こ
に
収
納
さ
れ
た
論
文
は
バ
ラ
イ
テ
ィ
に
富
む
が
、
紹
介
は
ご
く
一
部
に
留

め
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
ず
、
第
一
章
「
ア
メ
リ
カ
連
邦
下
院
議
員
選
挙
に
お
け

る
全
国
化
と
政
党
再
編
成
」
は
、
政
治
学
研
究
誌
の
最
高
峰
と
い
え
るA
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に
掲
載
さ
れ
た
論
文
で
、
一
四
〇
年
間
も
の
選

挙
結
果
デ
ー
タ
分
析
に
よ
り
、
選
挙
の
「
全
国
的
変
動
」
が
ア
メ
リ
カ
政
治
史

の
重
要
な
特
徴
で
あ
る
「
政
党
再
編
成
」
と
密
接
に
関
連
す
る
こ
と
を
、
ア
メ

リ
カ
学
界
に
お
い
て
初
め
て
指
摘
し
、
読
者
を
驚
嘆
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
第
七
章
「
中
選
挙
区
制
に
お
け
る
政
党
間
競
争
」
で
は
、
中
選
挙
区
制
が

「
非
純
粋
比
例
的
」
で
、
か
つ
「
超
ド
ン
ト
比
例
的
」
で
あ
る
と
い
う
特
質
を
持

つ
こ
と
を
理
論
的
・
実
証
的
に
示
し
た
画
期
的
な
研
究
で
あ
る
。

一
七



第
二
の
著
書
、『
日
本
の
国
会
制
度
と
政
党
政
治
』
は
、
現
代
日
本
の
政
党
政

治
を
、
日
本
国
憲
法
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
国
会
制
度
の
形
成
・
変
容
と
、
議

会
運
営
を
め
ぐ
る
政
党
間
競
争
を
通
し
て
、
長
期
的
に
分
析
し
た
研
究
成
果
で

あ
る
。
本
著
は
、
デ
ー
タ
分
析
の
質
と
量
に
お
い
て
読
者
を
圧
倒
す
る
点
で
、

川
人
氏
の
前
著
に
変
わ
ら
な
い
が
、
理
論
の
一
貫
性
に
お
い
て
他
の
研
究
者
の

著
作
の
み
な
ら
ず
、
同
氏
の
前
著
に
も
優
る
も
の
で
あ
る
。

川
人
氏
の
採
用
す
る
理
論
と
は
、
合
理
的
選
択
理
論
と
歴
史
研
究
を
融
合
さ

せ
た
「
合
理
的
選
択
新
制
度
論
」
で
あ
る
。
こ
れ
を
本
書
の
コ
ン
テ
キ
ス
ト
に

適
用
す
る
と
次
の
よ
う
な
仮
説
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
制
度
お
よ
び
法
制

度
が
合
理
的
政
治
ア
ク
タ
ー
（
議
員
、
官
僚
、
政
党
、
内
閣
な
ど
）
に
制
約
条

件
を
課
し
た
結
果
、
政
治
ア
ク
タ
ー
た
ち
の
相
互
作
用
に
よ
っ
て
、
一
定
の
政

治
的
帰
結
（
例
え
ば
、
日
本
独
自
の
政
治
過
程
）
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
ま
た
、
政

治
ア
ク
タ
ー
た
ち
は
機
会
が
あ
れ
ば
、
自
ら
の
利
益
を
求
め
て
、
自
身
を
制
約

す
る
法
制
度
の
改
正
や
議
事
運
営
の
変
更
を
め
ざ
し
て
活
動
す
る
。

こ
の
仮
説
を
実
証
す
る
た
め
、
同
氏
は
独
創
的
な
演
繹
的
理
論
の
創
出
、
徹

底
し
た
立
法
過
程
資
料
の
渉
猟
に
も
と
づ
く
政
治
史
的
分
析
、
お
よ
び
、
戦
後

の
全
法
案
デ
ー
タ
の
高
度
な
数
量
分
析
に
よ
る
検
証
と
い
う
三
つ
の
研
究
手
法

を
縦
横
に
駆
使
す
る
。
こ
れ
を
そ
の
成
果
と
結
び
つ
け
て
簡
単
に
説
明
し
よ

う
。第

一
に
、
わ
が
国
の
国
会
制
度
と
戦
後
政
党
政
治
に
関
し
て
は
、
憲
法
学
に

お
け
る
国
会
研
究
の
蓄
積
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
政
治
学
に
お
い
て
も
数
多
く

の
著
書
論
文
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
政
治
学
研
究
の
多
く
は
、
制
度

の
解
説
や
政
治
過
程
の
分
析
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
両
者
を
連
結
し
て
制
度
と

過
程
の
相
互
作
用
を
理
論
的
・
実
証
的
に
解
明
し
た
も
の
は
な
く
、
本
書
が
初

の
包
括
的
研
究
と
な
る
。

第
二
に
、
本
書
で
は
、
海
外
の
議
会
研
究
の
理
論
動
向
を
的
確
に
捉
え
た
上

で
、
わ
が
国
の
国
会
制
度
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
説
明
す
る
非
規
範
的
な
実
証
的
理

論
を
提
示
し
て
い
る
。
国
会
と
内
閣
の
関
係
を
、
機
関
対
機
関
で
は
な
く
、
そ

の
中
の
ア
ク
タ
ー
の
レ
ベ
ル
で
捉
え
る
ミ
ク
ロ
モ
デ
ル
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ

り
、
従
来
の
政
治
制
度
研
究
を
超
え
、
比
較
政
治
学
的
に
わ
が
国
の
制
度
的
特

徴
の
違
い
と
そ
の
政
治
的
帰
結
を
明
解
か
つ
説
得
的
に
示
し
た
。

最
後
に
、
川
人
氏
の
強
い
実
証
研
究
へ
の
志
向
に
も
と
づ
く
周
到
な
仮
説
検

証
作
業
に
つ
い
て
も
触
れ
た
い
。
同
氏
は
、
演
繹
的
理
論
命
題
か
ら
検
証
・
反

証
可
能
な
仮
説
を
導
き
、
膨
大
な
政
治
史
資
料
お
よ
び
一
万
五
千
件
を
超
え
る

法
案
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
検
証
分
析
す
る
こ
と
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
知
見
を
数

多
く
提
供
し
て
お
り
、
規
範
研
究
と
し
て
の
憲
法
学
と
は
異
な
る
経
験
的
実
証

的
な
政
治
学
に
よ
る
も
う
一
つ
の
国
会
研
究
と
し
て
の
存
在
感
を
示
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
最
先
端
の
理
論
研
究
で
あ
り
な
が
ら
、
幅
広
い
厚
み
の
あ
る
分
析

叙
述
を
も
つ
定
性
的
な
政
治
史
研
究
と
定
量
的
な
実
証
研
究
を
融
合
さ
せ
た
研

究
は
、
広
く
社
会
科
学
研
究
の
典
型
と
も
い
え
る
も
の
で
あ
る
。

一
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